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H2６年1月2３日（木）15：00～17：00 

研究交流棟５階 研究者交流スペース 

株式会社ビィハイブ代表  

谷口祥子（たにぐち よしこ）氏 

部下が上司がまわりの人が、 

あなたのために３倍動いてくれる！？ 

 仕事の効率化にむけた具体的なWLB実践方法として、リー

ダーに求められる意欲触発、モチベーションアップを促すコミュ

ニケーション術、マネジメント法について具体的に学びます。 

 後輩に期待される先輩職員、先輩教員必見！ 

ほめたい貴方、 

ほめられたい貴方 

講座必見です！ 



 

学生に大講評でした！新米パパママ講座 
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新米パパママ講座の感想・印象に残った点

・出産、育児についてあまり

考えたことがなかったので、

今回の講座を受けて、実際

に育児をしている人の話を

聞くことで、これまでの「大

変そう」というイメージが、

「大変そうだけど、どうにか

なるのかも」と良いイメージ

に変わった

・子育ては大変そう
だけどやりがいがあ
りそうだと思った
・自分も良い父にな
りたい

・最後のスライド
ショーを見てとて
もほっこりした。
家族との時間が
あることは非常
に大切だと思っ
た

・育児を行うための男性の協
力。女性と子どもを助けることが
できるのは男性⇒女性の立場
で考えること

・何でも手伝えばいいというわけ
ではなく、配偶者のニーズを聞
きながら行うことが重要

・あまり既存の知識や枠
組みにとらわれずに、1人
の子どもとして接していく
のが重要な視点だと思っ
た
・子どもが生まれた時に自
分の人生が始まったとい
う言葉

・育児は夫婦が協力す
れば、大変なことは半分
になり、幸せなことは倍
になって共有することが
できるので、将来パート
ナーになり得る人にはき
ちんと話し合ってお互い
に理解していこうと思っ
た

・社会人になった当初
から育休について意
識、それに向けての行
動力がすばらしいと思う

・育児休業を取らな
かったとしても、いろい
ろな休暇を使うことで
対応できることを知る
ことができた点

・子育てをするには長
期的な計画が必要とい
うこと。子どもが生まれ
るという嬉しいことだけ
でなく、堅実な準備が
必要だなと感じた

・夫婦で悩みを共
有するという点。
円滑な子育てに
欠かせないと感じ
た

・月2回のパパデー

を作り、妻の時間を
創出していたのは
良いアイデアと思っ
た

・相手のことなどを
理解するなど、考
えが変わった

・こんなに想ってくれるパー
トナーを見つけたいと思い
ました

・こんなにも奥さんと子ども
のことを考えてくれて理解
してくれて、辛いことも共感
してくれる夫がいてくれたら
心強いし、負担も少なくなっ
て、毎日が楽しそうだなと
思いました

・夫のサポートというのは
想像以上に一般的にはま
だまだ浸透していないよう
に感じるけれど、宮本さん
のような「お父さん」が増え
たら「お母さん」はとても楽
になると思った

・育児は１人だけでは大
変だが、夫と一緒に2人

だと大変な中でも楽しめ
るだろうと思った

・男性の協力あってこそ
の育児であるということ
が印象に残った

・現状では男性の
育休は限られた
人だけになってい
るが、将来的に育
休を希望する人
が全員とれるよう
になれば良いと
感じた

・育休を取ることで共に
子育てができるように
なるということは男女の
意識の差を縮めること
にもつながるのだと分
かった

12月9日、県立中央病院で育児休暇を取得した、言語療

法士の宮本寛さんを招いて、新米パパママ講座を開催し

ました。経済学部の学生を中心に143名が参加しました。

参加者は、男性の子育てや家事参加について、講師の熱

い思いを聴きながら、新鮮に感動しながら、素敵な意見

を残しています。



 
子育てはいいなあという思いが広がる講演でした。
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・地域が助け合う地域
での（コミュニティ）応援
制度

・男女共に子育ての大変さ、
楽しさがわかる場ができたら
いいなと思いました

・会社が育休を取ることを快く
承諾してくれて、育休終了後
も気軽に職場復帰できるよう
な雰囲気

・子育てに対する知識を
得る機会を設けてほし
い。子育てとは将来につ
いて最も重要なことであ
り、それを学ぶ場がない
とあるとでは、その家族
の過ごし方も変わると思
う

寄せられた制度や解決へのアイデア

・育児休暇を取りたい人
だけがとるのではなく義
務化する

・育児休業を同時にとれ
る制度
・会社の育休制度、財力

・強制的に育休取
得しても困らないぐ
らいの給料

・上司が休暇をとる
ことに賛成する、反
対しない環境

・仕事優先になってしまうのは、そ

もそも人手が足りない、一人当たり

の仕事量の負担が大きく、自分の

時間が作れないというのが問題な

ので、全ての職権でそういった環

境を整えなければいけない。

・パパと子どもだけが集まる場をつ

くり、他の父親と子どもと関わる時

間をつくったら、時間も作れてパパ

同士の不安や悩みを共有できる場

ができるのでは

・まず男女の意識を変えて

いくことが大切だと思いま

した。意識を変えることで、

制度や環境のニーズが自

動的に出てくると思いまし

た

・男女が平等に見られると

いう社会の価値観

・たくさんの人が育児が
どういうものであるかを
理解することが重要だ
と思う
・やはり男性も育児を
するという認識が拡大
していけばよいと思う

・食事など他、
家事のための
ヘルパー

・職場からのサポー
ト、休暇制度の充実

・誰でも気軽にとれる
育休

・自分自身の準備
が必要だと思う。制
度はあることにはあ
るので個々の理解・
努力が必要か

・制度的な面は発達していっ
ているが、１人１人の周りの心
理的な面が重要になってくる。
理解してくれる人もいれば、理
解することができない人はま
だいると思うので、社会の当り
前のできごととして育休が広
がっていく必要があると考える

・職場からの理解を得る
ために、結婚した時から
そういう話をしておく。調
べて知識をつけておく。
職場に迷惑をかけない
努力をしておく

・田舎にも大企業
の誘致を行い過疎
化を防ぎ、街に決
まりきったシステム
を作る

・近い将来、子育てをする
ことになるであろう大学生
に育児の大変さ、苦労、そ
の苦労をどう解決するか、
どのような制度があるかを
前もって知ることができる
機会はいいと思った。子育
ての良さを伝えてもらえる
のも良い

・休暇について、
このような休暇が
あることを知らせ
る通知があったら
良いと思った

・経済的な準備

育児休暇中には育児・家事の大変さを痛感。何もわから

ない状態で常に不安で心細く、でも逃げ出すこともできず、

睡眠もろくにとれず、体力が未回復の状態で家事もこなし、

たった１回泣き止ませるのも大変なこともある。もし、男

性が「この経験」をしたなら女性に対して、育児・家事に

対しての見方が変わると、宮本さんは話されました。

51%42%

3%2% 2% チャンスがあっ

たら

条件が整ったら

関心があるが現

状では難しい

今のところ関心

はない

無回答

男性育児参加休暇取得への関心度

アンケート回答男性７２名中

推進室のHPで学生の

感想を紹介していま
す。

宮本さんは、現在も休暇を利用
して検診やお祝いごとなどを
行ったりしています。平日は出
勤前まで関わるようにし、夜は
少なくとも「お風呂」と「寝かしつ
け」はしているそうです。月に2
回、休みに子どもと2人で出か

けるパパデーは、関係を深める
のに役立っているそうです。
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Afternoon Meeting vol.６ 開催報告 

「子育て中のお父さんへ」 

Afternoon Meeting vol.5 開催報告 

「週間を前にセクシュアルハラスメントを考える」 

 国家公務員は、セクシュアル・ハラスメント防止週間（１２月４

日～１０日）を設け被害の防止に努めています。11月22日(金)

12:15～13:00、安心で安全な学内環境整備のために、今なにが

できるのか、週間を前に、法学部の平野美紀先生を囲んで、ハラス

メント相談員が集まり意見交換をしました。時間が取れない方のた

めに、11月20日14:40～17:00、22日13:10～17:00も引き

続き意見交換会の時間を持ち、現旧ハラスメント相談員、管理職の

方も合わせ、相談に対応する15名の教職員が集まりました。 

 出された意見として、ハラスメント相談員を画一的に部局に置く

こと自体、無理が生じていること、相談記録・報告票に相談者の合

意の署名が取られていないこと等、現状について意見が出された。

相談体制としては、両性の平等に関して、きちんと対応できる専門

窓口を常設する必要があること、相談窓口や相談の過程について学

生への周知を徹底すること、また、相談の連携先である外部の第3

者機関や警察等とも日頃から連携を取っておくこと、パワーハラス

メントで起こりがちな「職務外の業務を強要すること」を本学のハ

ラスメント規定に入れること。意識啓発として、学生の講義の中

に、性暴力防止の内容を

取り入れていくこと等、

提案事項としてまとめ、

第６回男女共同参画推進

委員会に提案しました。

ご協力くださった皆様あ

りがとうございました。 

 12月3日、香川大学で初めて男性として育児休業を取得した岡田

徹太郎先生を囲んで、男性の育児休業や子育てについて気軽に語り

合う会を開催しました。香大っこサポーターの男子学生2名も加わ

り、男性6名、女性4名が集まりました。 

 子育て真っ最中の岡田先生の暮らしは、朝早いお連れ合いを送り

出し、子どもたちを保育園へ送っていくことから始まるそうです。

参加した教職員からは、業務の終了がいつも遅いので、平日は、朝

子どもが寝ているうちに出勤し、夜子どもと

妻が寝ている所に帰るので、休みの日に子ど

もとの触れ合いを大切にしていること。東京

から赴任した時と妻の出産が重なり大変だっ

たこと。双子を育てるご苦労などが語られま

した。両立にむけては、パソコンを駆使し

て、グーグルカレンダーでお互いの予定を確

認、調整し合ったり、スカイプ上で、単身赴

任の父親が、自宅で留守番する娘たちの見守

りをしたりしている様子が語られました。男

子学生は興味深く聴いていました。 

 

がんばるパパとママ 

お気軽にご相談ください。 



 

【サービスの流れ】 

①病児施設の予約 

②タクシーへ連絡 

③移送完了の報告を

受け、推進室に連絡 

 

5 

Afternoon Meeting 自主企画開催報告 

「新工学部長を囲む会in工学部女性支援室」 

 12月2日、工学部女性支援室(平成25年6月新設の休憩室）

において、新工学部長と女性教職員のランチ交流会が開催さ

れました。10名の女性に囲まれ、男女共同参画推進室 副室

長 石井明先生の司会で、和やかな会となりました。中西俊

介学部長は、挨拶の中で、工学部では、女性が活躍できる環

境を整えて行きたいと決意表明をされました。参加者から、

先生の好きな場所はどこですか？と質問され、幸町キャンパ

スの木々に囲まれていると落ち着くこと、工学部キャンパス

でも、木々を育てていきたいと話されました。新たに採用さ

れた女性教員の先生方も参加する中、学部長、女性職員の楽

しい交流のひと時になりました。ただ、この部屋は、元情報

サーバ室であったため、部屋の空調機は冷房機能しか付いて

おらず、会が始まるときは肌寒かったですが、集まった方々

の熱気でクリアすることができました。（釜床美也子室員） 

工学部女性支援室は 

ソファー・ 

電子レンジ・冷蔵庫も完備 

ゆっくりと休憩できます。 

防寒対策にホットカーペットも 

導入する予定です。 

＊「復職後に搾乳をトイレ

でしていました」という女

性の声にお応えして、男女

共同参画推進室では、女性

に優しい休憩室をめざし、

平成２３年度部局の要望を

取りまとめ、ソファーや冷

蔵庫などを整備し、妊婦の

方には、搾乳機の提供も

行っています。現在、本

部・教育学部・農学部・医

学部・工学部には、休憩室

が整備されています。 

＊香川大学病児移送サービ

スは、「どうしても急な仕

事で休めない」「勤務のシ

フトで、病児保育施設に

送っていくことができな

い」という声にお応えし

て、保護者に代わってタク

シー乗務員が、病児保育施

設に移送する日本初の病児

移送として生まれました。 

 病児移送サービスの制度の周知にむけて、利用料を補助します。本サービ

スは、男女共同参画推進室への登録された方が対象です。(１月末登録締切） 

対象年齢：保育所年長から小学生6年生まで 

対 象：病児移送サービスの登録を済ませた者（男女共同参画推進室へ要登録） 

補 助：上限２０００円まで（大学運営特別経費を利用） 

補助期間：平成２６年３月３１日まで  支払方法：振込（立替払の後に）  

受 付：男女共同参画推進室 内線１０５５ sankaku-room@ao.kagawa-u.ac.jp 

 「休憩室で、香大っこサポーター等を利用して、短い

時間子どもを過ごさせたい」という声にお応えして、各

部局の休憩室の再整備します。希望がある本部・教育学

部・工学部の休憩室の備品整備を行っていきます。今

後、短時間の託児等の活用にもご協力をお願いいたしま

す。妊婦さんにも優しい休憩室にしていきましょう。 

～大学運営特別経費を利用し、環境整備をすすめています～ 

子どもが過ごせる休憩室を 
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香川大学 男女共同参画推進室 
 

香川県高松市幸町１－１ 

北5号館１階 

 
電話：０８７（８３２）１０５５ 

内線：1055 

ファックス：０８７（８３２）１０５７ 

 

http://www.kagawa-u.ac.jp/

sankaku/ 

 

sankaku-room@ao.kagawa-u.ac.jp

 

第１部 10:00～ シンポジウム 学部長による各部局の取組発表など 

第２部 12:15～ ランチ交流会(軽食あり) 

第３部 13:30～ ワールドカフェ「輝く女（ひと）inかがわ」 

＊第3部は、内閣府・香川県事業「平成25年度地域における女性活躍促進事業」として実施 

香川大学 第1回男女共同参画シンポジウム 


